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前稿（『ドイツ学研究』63 号、2010 年）では、鍵盤楽器についてみたあと、










































ェフスカ）Tekla Ba˛darzewska (1834–1861) の《乙女の祈り La prière d’une vierge》





くないが、フランスのアンリ・エルツ Henri Herz (1803–1888) のピアノ音楽は、
当時、サロンで非常に高い人気を博していた。だが、シューマン Robert







った形式はない。たとえば、シューベルト Franz Schubert (1797–1828) の《楽興








意識した芸術性豊かな練習曲が、たとえばリスト Franz Liszt (1811–1886) やポー










ランスのメシアン Olivier Messiaen (1908–1992) がのちに「M.T.L. 2」3)として整
理した半音と全音の積み重ねによる旋法を主に用いており、終結部には不協和
な減 7和音の連続も聞かれる。シェーンベルク Arnold Schönberg (1874-1951) よ
り 20 年以上も早く調性を用いない作曲の試みを行っていたリストを、バルト
ーク Béla Bartók (1881–1945) は「現代音楽の父」と呼んだ。
ロマン派のピアノ曲のなかには、文学と強い結びつきをもつ作品がある。た
とえば、シューマンの《蝶々 Papillons》（作品 2）は、シューマンが傾倒してい






































ってよい。ドイツ語圏では、モーツァルト Wolfgang Amadeus Mozart
(1756–1791) に学んだフンメル Johann Nepomuk Hummel (1778–1837)、ベートー
ヴェンの弟子だったツェルニー Carl Czerny (1791–1857)、メンデルスゾーンと
も親交のあったモシェレス Ignaz Moscheles (1794–1870) らが、初期に華々しい
活動をしたピアニストとして挙げられる。1830 年代には、リストやタールベ










































































たかも 3 本の手でピアノを弾いているかのように聞こえる。1837 年には、そ
のタールベルクとリストが第一のピアニストの座をめぐって「決闘」を行った。
3 月 12 日にタールベルクがパリ音楽院ホールで、3 月 19 日にリストがパリ・
オペラ座で別々に演奏会を行ったあと、3 月 31 日にベルジョイオーソ侯爵夫













１９．シューベルト Franz Schubert (1797–1828)
















譜例 1 タールベルク《ロッシーニの「モーセ」による幻想曲》より（「3 本の手」の例。丸で囲わ
れているのが中音域の旋律。）










が比較的多く残っている（1817～18 年に書かれた 8 つのソナタのうちの 5
曲）。「歌曲の王」とも呼ばれ約 600 曲もの歌曲を書いたシューベルトのピア
ノ・ソナタでは、主題が歌のような性格をもっていることが多い。たとえば、















Die Sonne dünkt mich hier so kalt, 太陽はここでは私にはとても冷たく感じられる。
Die Blüte welk, das Leben alt, ... 花はしぼみ、生は老いている。
第 1部分冒頭では、ハ長調で活発な長短短のリズムの主題が聞かれる。これは、
詩格の名にちなんでダクティルスのリズムと呼ばれる。このリズムは、実は歌
曲（D489）でも伴奏で使われ、疲れた足どりをあらわしていた。第 2 主題は 3
度調のホ長調に転調し、歌謡的な性格を示しながらダクティルスのリズムを響
かせる。ソナタ形式では 5 度調に転調するのが典型的であるところ、第 2 主題
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譜例 2 シューベルト《ソナタイ長調》（D664）第 1 ～ 20,1 小節


























まれているのは《無言歌》で、各 6 曲からなる無言歌集を生前に 6 集出版して
いる（作品 19＝1832 年、作品 30＝1835 年、作品 38＝1837 年、作品 53＝
1841 年、作品 62＝1844 年、作品 67＝1845 年）14)。中流階級の家庭でもピア
ノが好んで演奏されるようになったのを背景に、アマチュアにも弾きやすい作












15）Todd 2004, p. 192.
























17）Schumann 1985, Band I, S. 166. 
18）３つの「ヴェネツィアのゴンドラの歌 Venetianische Gondellied」（作品 19-6、30-6、
62-5）、「デュエット Duette」（作品 38-6）、「民謡 Volkslied」（作品 53-5）。










の旋律線が、3 度や 6 度の平行で歌われるなど、甘美に絡み合う。作品 38-6






は、生前に出版された 6 集すべてが女性に献呈された。たとえば、作品 62 は
クララ・シューマンに献呈されている。なお、死後に出版された 2 集は、メン
デルスゾーン自身がまとめたものではない。メンデルスゾーンの無言歌はのち
の作曲家に影響を与え、たとえばチャイコフスキー Pyotr Il’yich Tchaikovsky
20）Todd 2004, p. 194.
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──────────────────
譜例 4 メンデルスゾーン《無言歌集》より a) 作品 19-1、b) 作品 38-6、c) 作品 30-3
(1840–1893) やフォーレ Gabriel Fauré (1845–1924) も無言歌を作曲した。
《6 つの前奏曲とフーガ》（作品 35、1837 年出版）は、19 世紀前半における
歴史主義を反映した例として説明されることが多い。メンデルスゾーンは、作















技法を追求した曲集をまとめている（作品 35、37 のオルガンのための 3 つの
前奏曲とフーガ、作品 65の 6つのオルガン・ソナタ）。
《厳格なる変奏曲 Variations sérieuses》（作品 54）は、主題と 18の変奏からな




ベートーヴェンの《32 の変奏曲 ハ短調》（WoO 80）および《弦楽四重奏曲



















ボー教授 Anton Friedrich Justus Thibaut (1772–1840) の音楽サークルに加わった
り、1830 年にフランクフルトでパガニーニのヴァイオリン演奏を聴いたりす







ピアノの師ヴィーク Friedrich Wieck (1785–1873) に照会し、将来有望であるとの
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見解を得て、音楽の道に進むことを許した。





ッグ伯爵令嬢 Pauline Comtesse d’Abegg という架空の女性に献呈されている。姓
のアルファベットを音名で読み替え（a-b-e-g-g ＝イ－変ロ－ホ－ト－ト音）、転
回させたりしながら、主題として用いている。当時メータ・フォン・アベッグ
Meta von Abegg (1810–1835) という女流ピアニストが活動していたほか、シュー
マンの友人にアベッグという姓の男性がいたことから思いついたのだろうか。
このあと、シューマンの作品 23 までの出版作品には、ピアノ独奏曲が並ぶこ










的に取り組み、1834 年 4 月に『ライプツィヒ音楽新報 Neue Leipziger Zeitschrift
für Musik』の創刊号を出した。翌年『音楽新報 Neue Zeitschrift für Musik』に改
称され、現在も続いている雑誌である。以後 10 年間、シューマンはこの雑誌
の執筆と編集を続けた。公刊されていく膨大な音楽作品に目を通し、批評を行












娘で天才少女ピアニストとして活躍していた 9 歳年下（16 歳）のクララとキ
スをかわし、恋愛関係になる。この年、クララの主題を用いた《ピアノ・ソナ
タ第 1番 嬰ヘ短調》（作品 11）を作曲し、クララに献呈した。だが、クララの
父は 2 人の交際に猛反対し、クララを演奏旅行に出すなど、2 人を引き離そう
とする。そのようななかで創作活動は熱を帯び、クララを想いながら《幻想曲》
（作品 17、1839 年出版）、《ダヴィッド同盟舞曲集》（作品 6、1838 年出版）、






















れたのが、足鍵盤を伴う23)《BACH の名による 6 つのフーガ》（作品 60、1846













介すべく「新しい道 Neue Bahnen」と題する評論を書いた。だが 1854年には聴





























ニーニの演奏を聴き、「ピアノのパガニーニになる」ことを目指して 1 日 14 時
間ともいわれる猛練習に励んだ。リストがパガニーニの作品をピアノ用に編曲
した 6 曲の《パガニーニによる大練習曲》（最終稿は 1851 年、S. 141）は、単





爵夫人 Marie de Flavigny, comtesse d’Agoult (1805–1876) と相愛の仲になり、駆け
落ちして 1835 年からスイス、1837/8 年はイタリアに暮らし、3 子をもうける。





























ヘ－ホ音）の 3 度順次下行を変容させ続けている。第 26～27 小節、第 128 小
節、第 163～164 小節のバスなどに出てくるものは、かたちは変えられている
が、すべて主題の変容と見なすことができる。第 180 小節からは、3 度の順次
進行が上行型に転回される。第 196 小節の左手、第 204 小節の右手では、3 度
順次進行を 16分音符に短縮したかたちを勢いよく連続させている（譜例 5）。
なお、『巡礼の年第 1 年』は、はじめ 1835～36 年に作曲され、いったん




譜例 5 リスト《オーベルマンの谷》より a) 第 1 小節～、b) 第 26 小節～、c) 第 180 小節～、d) 第
196 小節～








1852～53 年に作曲され、1854 年に出版された。ヴァーグナーは 1855 年 4 月 5
日付けの手紙で「このソナタは、いかなる概念をも超えて美しい」と賞賛した。






































異なる。おおむね 1855 年頃までとされる初期には 3 曲のソナタのほか、4 曲
のバラード（1854 年夏完成、作品 10）が出版された。その後、1863 年頃まで
の時期には、変奏曲が多く書かれた。ヘンデル Georg Friedrich Händel













1、1869 年および 1880 年出版）は、もともと連弾のために書かれた。ピアノ
独奏用の稿は技巧的にも難度が高い。ハイドン Joseph Haydn (1732–1809) の
《ディヴェルティメント変ロ長調》（Hob. II/46）の「聖アントニウスの賛歌」
にもとづく《ハイドンの主題による変奏曲》（作品 56b、1873 年）は 2 台のピ
アノのために書かれた作品で、ブラームスがピアノのために書いた大曲の最後
に位置する。1878 年以降には、演奏される機会の多い 2 曲の《ラプソディー》
（作品 79、1879 年）や 3 つの《インテルメッツォ》（作品 117、1892 年出版）
など、すぐれたピアノ小品が多く書かれた。
ブラームスの 2 曲のピアノ協奏曲のうち、ニ短調の第 1 番（作品 15）は、
自作の 2 台のピアノのためのソナタをもとに 1858 年に完成された。ヴィルト
ゥオーソ・ピアニスト向けのピアノ協奏曲が多かった当時において、この協奏
曲のピアノ独奏部に技巧を誇示する要素は少なく、初演は不評に終わったが、
オーケストラとピアノの深い関わりが聴かれる。変ロ長調の第 2 番（作品 83）























幻想曲 ヘ短調 Ein Orgelstück für eine Uhr》（K. 608、1791年）は、ウィーンで蝋
人形館を開いていたダイム伯爵 Joseph Nepomuk Franz de Paula Graf Deym von










され、ハウザー Franz Hauser (1794–1870) らが熱心な収集活動を行った。バッハ











たとえば、《ソナタ第 6 番 ニ短調》（作品 65-6）は『天にましますわれらの父
よ Vater unser im Himmelreich』のコラールを引用して始まる 3楽章制の作品だ。







い。たとえば、1850年に作曲された《コラール “Ad nos, ad salutarem undam” に















性をたたえたものが多い。《システィナ礼拝堂の想起 Evocation à la Chapelle
Sixtine》（S. 658/R. 400）では、ローマ教皇庁の秘曲だったがモーツァルトが一
度聴いて暗記してしまったとされるアレグリ Gregorio Allegri (1582–1652) 作曲
《ミゼレーレ》とモーツァルトの合唱曲《アヴェ・ヴェルム・コルプス》（K.
618）が結びつけられている。リストの弟子で早世したロイプケ Julius Reubke




おおわが魂 Schmücke dich, o liebe Seele》（BWV 654）を演奏した際に、次のよう
に記している。「定旋律には黄金の葉飾りがつき、至福がそのなかに注ぎ込ま
れていた。君は僕に言ったね、たとえ人生に希望も信仰もなくなったとしても、
このただ 1 曲のコラールが、すべてを取り戻してくれるだろう、と。」34) そ




33）除幕式では、《コラール “Ad nos, ad salutarem undam” による幻想曲とフーガ》が演奏
された。














にオルガンを使った声楽作品は 1860～70 年代にもある。）1858 年までに完成






私は去らねばならぬ O Welt, ich muss dich lassen》（作品 122-11）の自筆譜は
1896年 7月に書かれ、ブラームスの「白鳥の歌」とされることが多い。
ラインベルガー Joseph Rheinberger (1839–1901) は、7 才から教会オルガニス
トをつとめた人物で、宗教的声楽曲のほか、20 曲のオルガン・ソナタをはじ
めとしてオルガン曲も多数残している。
レーガー Max Reger (1873–1916) は、19世紀末から 20世紀初頭に多くのオル
35）ペダルフリューゲルと呼ばれる足鍵盤付きのピアノ用に書かれたものも、現在では
オルガンで演奏されることが多い。
36）Owen 2007, p. 12.





む契機となったようだ。1897 年にレーガーの《組曲 ホ短調》（作品 16）を初
演したシュトラウベ Karl Straube (1873–1950) とは翌年から親交を結び、シュト
ラウベはレーガーのオルガン作品を積極的に紹介した。レーガーは、リーマン






ル編曲では《暁の星はいと美しきかな Wie schön leuchtet der Morgenstern》（作品
40-1）などがよく演奏される。





























プレトリウス Michael Praetorius (1571–1621) の『音楽大全』第 3 巻「オルガノ
グラフィア」（1619 年）に記述されているオルガンを、音楽学者のグルリット
Wilibald Gurlitt (1891–1963) らが研究し、オルガン製作家オスカー・ヴァルカー
Oskar Walcker (1869–1948) が製作・再現した。ドイツの作曲家たちは楽器の音
の明澄さに感銘を受け、主としてバロックの形式や技法に基づいた様式でオル
ガン曲を作曲した。（このオルガンは、残念ながら、1944 年に爆撃により破壊
された。）ヒンデミット Paul Hindemith (1895–1963) の作品も、古典的ストップ
用法を前提として書かれている。
バロック・オルガンのなかでもバッハの作品を弾くのに理想的としてジルバ


























たとえば、マーラー Gustav Mahler (1860–1911) もピアノ演奏に秀でていたが、
生活の資を得るための職業として指揮者を選び、その道を極めていった。マー
ラーだけでなく、同時代のブルックナー Anton Bruckner (1824–1896) やヴォルフ
Hugo Wolf (1860–1903) らにもピアノ作品は比較的少なく、多くの作曲家の創作
活動がピアノ以外に向けられるようになったことが窺える。ピアノ音楽の初演
を作曲家自身が行うことは減り、パリ音楽院でピアノを学んだドビュッシー













（1898～1908 年）、無調時代（1908～1920 年）、十二音時代（1921～1933 年）、
アメリカ時代（1933～1951 年）である。1909 年の《3 つのピアノ小品》（作品
11、1909 年）は、シェーンベルクがはじめて全面的に無調で書いた作品であ


















書かれた作品だ。12 のフーガの間に 11 の前奏曲が置かれ、全体が前奏曲と後
奏曲で囲まれている。12 のフーガは、１オクターヴの 12 の音を主音にしてお
り、ヒンデミットの『作曲の手引』（1937 年）に記されている 12 音の音列
（c–g–f–a–e–es–as–d–b–des–h–fis）の順になっている。卓越した作曲技術と高度な
ピアノ演奏技術による楽しい音楽だ。






















































リャ Manuel de Falla (1876–1946) の協奏曲（1926 年）やフランスのプーランク
Francis Poulanc (1899–1963) の《田園のコンセール》（1929 年初演）などは今日
も演奏されている。ドイツ語圏では、リヒャルト・シュトラウス Richard





Rezitativarie für singende Cembalistin》（1972 年）は、バッハのコラール（BWV
371）の歌詞をチェンバロ奏者が弾き歌いする作品である。
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In meiner letzten Beitrag (2010) habe ich eine Übersicht über die deutsche
Tastenmusik vom Mittelalter bis zur Wiener Klassik gegeben. In dieser
Fortsetzung wird die Tastenmusik des 19. und 20. Jahrhunderts erörtert.
-Die Romantik
-Die Klaviermusik des 19. Jahrhunderts (Übersicht)







-Klaviermusik von der Jahrhundertwende bis 1. Hälfte des 20. Jahrhunderts
-Wiederbelebung der historischen Tasteninstrumente und neue Kompositionen
dafür
Es ist zwar nicht üblich, die Geschichte der Tastenmusik mit großem
Schwerpunkt auf den deutschsprachigen Raum zu erörtern, aber somit wird ihre
Entwicklung klarer und für die Studenten der deutschen Abteilung verständlicher
werden.
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Geschichte der deutschen Tastenmusik (II) 
19. und 20. Jahrhundert
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